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仕 様 書 

 

 

１ 件名  

システム工学科３年生実験用機器（２０２７）賃貸借 

 

２ 品名及び数量 

次に示す物品及び役務を本業務により調達及び整備する。 

 

認証サーバ、授業用サーバ 

品  名 規格・仕様等 数量 参考製品※１ 

ハードウェア 
Intel Xeon D-1531 6 コア搭載ハイエン

ド 12 ベイ NAS DiskStation 
1 台 

Synology 

DS3622xs+ 

ハードウェア HAT5300 3.5 インチ SATA 12TB Retail 5 台 
Synology 

HAT5300-12T 

ハードウェア 16GB DDR4-2666 ECC SO-DIMM 1 台 
Synology 

D4ECSO-2666-16G 

ハードウェア 外付け HDD 1 ドライブモデル 24TB 1 台 
バッファロー 

HD-SH24TU3 

保守 ドライブ用 デリバリー 5 年保守 1 台 
バッファロー 

OP-SHDL-5Y 

ハードウェア Smart-UPS 500 LCD 100V 5 年保証 1 台 
シュナイダー 

SMT500J5W 

ハードウェア APC Smart-UPS 用 USB ケーブル 1 台 
シュナイダー 

AP98117J 

ソフトウェア Red Hat Enterprise Linux Server 5 台 
レッドハット 

RH00004 

 

集約スイッチ群 

品  名 規格・仕様等 数量 参考製品※１ 

ハードウェア マルチギガ対応スイッチ 12 ポート 2 台 
バッファロー 

BS-MP2012 

ハードウェア レイヤー2 Giga スマートスイッチ 2 台 
バッファロー 

BS-GS2116 

ハードウェア 
19 インチマウントボックス（H700・

13U） 
1 台 

サンワサプライ 

CP-102 

ハードウェア マルチギガ対応スイッチ 12 ポート 1 台 
バッファロー 

BS-MP2012 

ハードウェア 
Giga 対応 Layer2 アンマネージスイッ

チ 8 ポート 
14 台 

バッファロー 

BS-GU2108 

ハードウェア AP-555 (JP) Campus AP 3 台 
HP 

JZ355A 
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保守 
HPE ファウンデーションケア Exchange 

5 年 
3 台 

HP 

HG6M9E 

ハードウェア 天井、壁面取り付け用マウントキット 3 台 
HP 

R3J18A 

ハードウェア 法人向け af/at PoE インジェクタ 3 台 
バッファロー 

BIJ-POE-1P2GH 

 

端末群 

品  名 規格・仕様等 数量 参考製品※１ 

ハードウェア 

MousePro BP-I5G60Windows 11 Pro 64

ビットインテル(R) Core(TM) i5 プロ

セッサー 14400F16GB メモリ 8GB×2 

( DDR5-5600 )1TB NVMe SSD ( M.2 

PCIe Gen4 x4 接続 )NVIDIA GeForce 

RTX 5060 / 8GB ( DisplayPort×3 / 

HDMI×1 )750W 電源 ( 80PLUS(R) 

GOLD )光学ドライブ無しキーボード・

マウス付属[５年保証/PC 本体] ピック

アップ修理保証 

40 台 
マウスコンピュータ 

CTO 

ハードウェア 
21.5 型ワイド液晶ディスプレイ （標

準 5 年センドバック保証） 
40 台 

アイ・オー・データ 

LCD-A221DB 

ハードウェア 
USB3.2(Gen1)対応 ポータブル DVD ド

ライブ 
1 台 

バッファロー 

DVSM-PTCV8U3-BKB 

ソフトウェア 
Acronis Snap Deploy for PC 

Subscription 5 年 GV 25-99 更新 
40 台 

Acronis 

SWPFHKJPG92 

 

役務 

品  名 規格・仕様等 数量 参考製品※１ 

役務 構築業務 1 式 - 

保守 

保守業務 

・システム稼働維持保守(故障・障害

対応) 

・2 回/年 集中保守、システムメンテ

ナンス(ソフトウェアアップデート) 

5 式 - 

上表のほか、別添の「機器仕様書」による。 

 

※１ 参考製品の納入を指定するものではないが、参考製品以外の製品の納入を希望する

場合は、参考製品同等品以上（「規格・仕様等」欄に記載の規格・仕様等以上であるこ

と。）とし、納入希望商品のメーカー名、製品名、型番、仕様（サイズ、機能、価格

等）について参考製品との対比表を作成の上、本学担当職員に提出（質問提出期間中

中に限る。）し、承認（入札日まで）を得ること。参考製品以外の製品は、メーカーの

カタログに標準品として掲載されている現行販売品であること。 
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契約後に参考製品の製造又は販売が終了し、参考製品を納入できなくなった場合又

は、参考製品と同一製品で法人仕様や限定モデル仕様になる等の場合は、当該参考製

品と同等以上の後継機又は法人仕様製品等を納入すること。 

参考製品の記載がない場合は、左欄の「規格・仕様等」を満たせば製品を問わな

い。 

 

 

３ 設備関係の搬入・設置・設定・据付等 

⑴ 梱包材等はすべて受注者が持ち帰り適切に処分すること。 

⑵ 電気配線（通信線を含む）・ネットワークの機器等の設置工事については、契約締結後

に、発注者と協議・調整の上、日時を決定すること。工期の平日９：００から１７：０

０を基本とする。 

⑶ 騒音や振動が発生する作業を行う場合は、事前に本学担当者に連絡し、承認を得るこ

と。 

⑷ 運搬車両は、本学が指定する駐車場に停車し、荷下ろしすること。インターロッキン

グ舗装に車両をできるだけ乗り入れないこと。 

⑸ 駐車場利用者への周知が必要なため、１週間前までには搬入予定日時を本学担当者に

連絡すること。 

⑹ 作業員の車両は、本学が指定する場所に駐車すること。 

⑺ 本学が指定する階段及びエレベーターを使用すること。搬入路には、必要に応じて養

生等を行うこと。 

⑻ 機器の搬入・設置や配線工事などの場合、状況に応じて適切に養生を行い、既存の

床、壁面、建具類に傷をつけないようにすること。養生用に設置した仮シート等は適切

に処分し、作業終了時には清掃を行うこと。 

⑼ 実験用器材は本学担当者が指示する場所に搬入すること。 

⑽ 電気通信設備機器は、設置、通電テスト、動作確認等を受注者において行い、その結

果を本学担当職員に報告すること。報告時には機器の簡単な操作説明を行うこと。取扱

説明書等がある場合は、ファイリングし、インデックスを付けて提出すること。 

⑾ 管理運用手順書（起動停止手順、バックアップ手順、障害時対応手順等）を作成し提

出すること。 

⑿ 納入機器には、機器名称、管理番号その他本学が指定する内容を記載したラベルを貼

付すること。 

⒀ 電気通信工事等にあたっては、本学の電気主任技術者、ビルメンテナンス技術者、本

学庁舎管理担当職員などと立会することがある。立会のときに指示を受けた場合は、こ

れに従うこと。施工後には、配線図、構成図などを作成の上、提出すること。 

⒁ 既存認証環境及びファイルサーバ環境の移行を行い、利用者が従来と同様に利用でき

ることを確認すること。 



4 

⒂ 業務の実施に当たっては、作業工程及びスケジュールを明記した工程表を作成し、提

出すること。 

⒃ システム構築費には、納入機器を利用した教育研究環境の構築に必要な設計、設定、

調整及び試験を含むものとし、サーバ、ネットワーク機器、無線アクセスポイント及び

端末を含む教育研究環境の構築を行うこと。 

また、既存環境からの設定移行、クライアント端末の初期設定、必要なソフトウェア

のインストール、認証環境との接続設定、イメージ配信環境の設定及び動作確認を行う

こと。 

なお、既設 LAN 配線については原則として既設設備を利用すること。 

次の作業を実施すること。  

ア 構築後は、設定内容、ネットワーク構成及び主要機器のパラメータを記載した

資料を提出すること。 

イ 認証環境、ファイル共有環境及び端末管理環境の設定及び動作確認  

ウ クライアント管理サーバ及びバックアップ用 NAS の構築  

エ DHCP サーバ及びイメージ配信環境の構築並びに端末への展開設定  

オ ネットワーク機器、無線アクセスポイント等の設定  

カ ネットワーク構成、VLAN、IP アドレス等の設計及び設定  

キ 納入機器相互の接続確認及び総合動作試験  

ク 利用開始に必要な調整及び設定  

ケ 設定内容及び試験結果を記載した資料の提出 

⒄ バックアップ環境を構築し、自動バックアップ及び復旧確認を実施すること。 

⒅ 納入機器一覧（メーカー名、型番、設置場所、シリアル番号を含む）を提出すること。 

 

 

４ 納入期限 

２０２７年３月３１日 

ソフトウェアのインストール、機器の設定などを完了し、使用可能な状態とする。 

 

 

５ 納入場所 

広島市安佐南区大塚東三丁目４番１号 

情報科学部棟３２４・４４０教室（システム工学実験室） 

 

 

６ 検査 
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全ての物品を納品、設置後に発注者の検査を受けること。この際、必要なものについて

は試操作を行い、正常な動作を確認した後に受領するものとする。また、十分な取扱い説

明を行うこと。 

 

 

７ 保守業務 

⑴ 保守業務を行うに当たっては、機器等の運用等に支障のない方法で行うこと。 

⑵ 本機器等に発生した障害は速やかに復旧すること。 

  ワークステーション等については、原則設置場所にて迅速に修正を行う。設置場所で

の修復が困難な場合には、代替機を設置する等により、機器等の運用等に影響しないよ

うに配慮すること。 

⑶ 機器の修復が必要な場合は、原則半日以内に着手すること。ただし、機器仕様書に特

記事項がある場合はそれを優先すること。 

⑷ 故障対応の際には、広島市立大学の教員又は事務局職員と協議を行い、修理までの日

数等について明確にすること。 

 

 

８ 安全確保の義務 

受注者は、作業の実施に当たっては、必要な関係法令を順守し、事故の防止と安全確保

のため、次に掲げる対策を講じるものとする。 

⑴ 作業責任者は名札、腕章等、当該人が作業の従事者であることが確認できるようにす

ること。 

⑵ 車両の搬出入経路、積込み、積み降ろし作業が行われる場所で、安全を確保する必要

があると判断される場合は、安全に十分に配慮して作業を行うこと。 

 

 

９ 損害賠償 

万が一、本作業中に以下の人身事故、建物損傷、物損事故及び物品の損傷等が発生した

場合には、速やかに発注者に報告し、受注者の責任において弁償若しくは現状に修復する

こと。 

⑴ 第三者、受注者の従業員等の人身事故 

⑵ 業務車両等による全ての人身、物損事故 

⑶ 敷地内の縁石、植栽、建物及び構造物とそれに付属する設備に対する破損 

⑷ 物品に対する遺失及び損傷等 

⑸ その他受注者の管理責任に基づく事故 

 

 

１０ 遵守事項 

受注者は、次に定められた各事項を遵守するものとする。 

⑴ 搬入等については、学生・教職員等に迷惑をかけることのないようにすること。 
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⑵ 作業に直接関係の無い場所に支障を与えないよう十分留意するとともに、みだりに立

ち入らないこと。 

⑶ 作業員の休憩及び飲食等は、飲食禁止場所以外で行うこと。作業等によって生じたゴ

ミなどは受注者の責任において処分すること。 

 

 

１１ 情報セキュリティに関する遵守事項 

⑴ 受注者は、本業務の遂行に際して、情報セキュリティの確保に十分配慮し、不正アク

セス、情報漏えい、改ざん、紛失その他の事故防止に必要な措置を講じること。 

⑵ 受注者が本業務に必要な情報機器を本学に持ち込み、本学ネットワークに接続して利

用する場合は、事前に最新のセキュリティおよびウイルス対策を講じておくこと。 

⑶ 受注者が本学ネットワークへリモート接続を行う場合は、本学の承認を受けた方法に

より実施すること。また、作業者を事前に届け出るものとし、作業記録を保存するこ

と。 

⑷ 受注者は、本業務の履行中に情報セキュリティインシデントが発生した場合又は発生

のおそれを認識した場合には、直ちに本学へ報告し、その指示に従うこと。 

⑸ 本業に着手する前に、別途機密保持誓約書を提出すること。 

 

 

１２ その他 

⑴ 契約金額には、本業務で調達する製品の運搬、養生、搬入・組立・設置・据付等、本

業務の遂行に必要な全ての経費を含む。 

⑵ 本業務で調達する物品は全て新品とし、良好な状態で納入すること。 

⑶ 本仕様書に関し疑義を生じたとき、又は本仕様書に定めのない事項については、発注

者と協議の上、決定するものとする。 

⑷ 現有品を再利用する機器については、必要に応じて現有品の所有者と協議を行うな

ど、再利用を円滑に進めること。 

⑸ 賃貸物品については、賃貸人名、契約件名、履行期間等を記載したシールを張り付け

ること。ただし、シールの貼り付けが困難な物品は本学担当者と協議すること。 

⑹ 賃貸人は、本賃貸借契約終了後に、次期賃貸借人から求められたときは、導入機器等

の設置に関して必要な情報を提供すること。 

 

 


